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はじめに
この度は ZA8000P パージユニットをご採用いただきまして、ありがとうございます。
ZA8000P パージユニットを安全に、正しくご使用いただくために、ご使用前に取扱説明
書を必ずお読みください。

関連するドキュメントは以下のとおりです。
ドキュメント種類 名称 ドキュメント番号

一般仕様書 TDLS8000　レーザガス分析計 GS 11Y01D01-01JA
TDLS8100　プローブ形レーザガス分析計 GS 11Y01D02-01JA

取扱説明書 ZA8000P パージユニット IM 11Y01E10-01JA（本書）
TDLS8000　レーザガス分析計 IM 11Y01D01-01JA
TDLS8100　プローブ形レーザガス分析計 IM 11Y01D02-01JA

* ドキュメント番号の JA は言語コードです

形名の基本コードまたは付加コードに "Z"（特殊仕様）が含まれている製品には、専用の
取扱説明書が付く場合があります。その場合、本書に加えて専用の取扱説明書も必ずお
読みください。

また、ZA8000P に使用している各機器については、添付されている各機器の取扱説明書
を参照してください。
下記の取扱説明書は添付されません。お手数ですが、当社のホームページ（http://www.
yokogawa.co.jp/) から参照をお願いいたします。

ドキュメント名 ドキュメント番号 記号
TC10 温度調節計エンジニアリングマニュアル IM 05C01E81-02JA TC1、TC2（制御機器）
UT35A/UT32A ディジタル指示調節計ユーザーズマニュアル IM 05P01D31-01JA PLC1（制御機器）
MXD ユニバーサル演算器（1 入力・絶縁 1 出力形）＜接点
入出力付＞

IM 77J04X12-01 AM1、AM2、AM3
（アナログメモリ）

 警告
ZA8000P は最大約 60 kg あります。開梱は設置場所の近くで行い、移動させる場合は運
搬機械などを使用してください。もし手作業で運ぶ場合は、必ず 2 人以上で行ってくだ
さい。
また、横転などに注意して慎重に取り扱ってください。
特に自立用キャビネットスタンド付（-BS）の場合は、重心が中心部より上に位置しており、
倒れやすいのでご注意ください。

■ 説明書に対する注意
・ 説明書は、最終ユーザまでお届けいただき、最終ユーザがお手元に保管して随時参

照できるようにしていただきますようお願いします。
・ 本製品の操作は、説明書をよく読んで内容を理解したのちに行ってください。
・ 説明書は、本製品に含まれる機能詳細を説明するものであり、お客さまの特定目的

に適合することを保証するものではありません。
・ 説明書の内容の一部または全部を、無断で転載、複製することは固くお断りいたし

ます。
・ 説明書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
・ 説明書の内容について、もしご不審な点や誤り、記載もれなどお気付きのことがあ

りましたら、当社の説明書作成部署、当社の営業、またはお買い求め先代理店まで
ご連絡ください。

No. IM 11Y01E10-01JA 3rd Edition : Dec. 2022 (YK)
All Rights Reserved. Copyright © 2021, Yokogawa Electric Corporation
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■ 図の表記について
説明書に記載されている図では、説明の都合により、強調や簡略化、または一部を省略
していることがあります。
説明書中の画面は、機能理解や操作監視に支障を与えない範囲で、実際の表示と表示位
置や文字（大／小文字など）が異なる場合があります。また、表示されている内容が「表
示例」の場合があります。

■ ハードウェア製品について
● 外観、付属品の確認

本製品がお手元に届きましたら以下の項目を確認してください。
・ 外観チェック
・ 標準付属品

● 形名、仕様コードの確認
本製品に貼付されたネームプレートに形名（MODEL）および仕様コード（SUFFIX）が記
載されています。この番号と 1.2 節に記載されている形名・コードを照合し、製品がご注
文の仕様どおりであることを確認してください。お問い合わせ事項が生じましたら、当
社の営業またはお買い求め先代理店へご連絡ください。
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安全に使用するための注意事項

■ 本製品の保護・安全および改造に関する注意
・ 本製品および本製品で制御するシステムの保護・安全のため、本製品を取り扱う際は、

説明書に記載されている安全に関する指示事項に従ってください。なお、これらの
指示事項に反する扱いをされた場合、当社は安全性の保証をいたしかねます。

・ この説明書で指定していない方法で使用すると、本機器の保護機能が損なわれるこ
とがあります。

・ 本製品および本製品で制御するシステムに対する保護・安全回路を設置する場合は、
本製品外部に別途用意するようお願いいたします。

・ 本製品の部品や消耗品を交換する場合は、必ず当社の指定品を使用してください。
・ 本製品を改造することは固くお断りいたします。
・ 当該製品および本書には、安全に関する以下のような警告シンボルマークとシグナ

ルワード、またはシグナルワードを使用しています。

 警告
製品への表示は、取扱者および機器を重大な事故から保護するために、取扱説明書
を必ず参照する必要がある場所に貼付しています。
また、取扱説明書への記載の場合、感電事故など、取扱者の生命や身体に危険が及
ぶ恐れがある場合（同時に機器を損傷することもあります）、その危険を回避する
ための注意事項を記述してあります。

 注意
製品への表示は、取扱者および機器を事故から保護するために、取扱説明書を必ず
参照する必要がある場所に貼付しています。
また、取扱説明書への記載の場合、取扱者に対し、軽傷事故が発生する恐れがある
場合、または機器を損傷する恐れがある場合に、その危険を回避するための注意事
項を記述してあります。

以下のシグナルワードやシンボルマークは、取扱説明書にのみ使用しています。

注意
ソフトウェアやハードウェアを損傷したり、システムトラブルになる恐れがある場
合に、注意すべきことがらを記述してあります。

注記
操作や機能を知る上で、注意すべきことがらを記述してあります。

保護接地端子を示します。

機能接地端子を示します。本端子を保護接地端子として使用しないでください。

■ 本製品の免責について
・ 当社は、保証条項に定める場合を除き、本製品に関してどのような保証も行いません。
・ 本製品のご使用により、お客さままたは第三者が損害を被った場合、あるいは当社

の予測できない本製品の欠陥などのため、お客さままたは第三者が被った損害およ
びどのような間接的損害に対しても、当社は責任を負いかねますのでご了承くださ
い。
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■ 商標
・ 「TDLS」は、横河電機株式会社の商標です。
・ その他、本文中に使われている会社名・商品名は、各社の登録商標または商標です。
・ 本文中の各社の登録商標または商標には、TM、® マークは表示しておりません。
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1. 概要
ZA8000P パージユニットは、当社製品レーザガス分析計 TDLS8000 または TDLS8100 の
光学部やプロセスをパージする場合に使用します。
レーザガス分析計は、レーザ光の透過率を維持する必要がありますが、プロセス状況に
より、ダストの堆積や付着が生じます。
ZA8000P パージユニットは、通常の測定に必要なパージする機能に加えて、定期的にプ
ロセス取り合い部をブローバックしてダストを除去する機能や、プロセスパージガスを
温めてダストの付着を防止する機能も付加することができます。

ZA8000P パージユニットは、TDLS8000 または TDLS8100 の一般形での使用（非防爆エリ
ア）に限ります。

1.1 標準仕様
窒素 / 計装空気圧力： 0.3 ～ 0.7MPa（圧力の大きな変動や急な変化がないこと）
アナログ出力： 2 点、4 ～ 20 mA DC（/HL で 1 点追加）

コード アナログ出力 許容負荷抵抗(*)
ブローバックタンクなし（-NN）、/HL なし AO-1 550 Ω以下

AO-2
ブローバックタンクなし（-NN）、/HL AO-1 250 ～ 550 Ω

AO-2 550 Ω以下
ブローバックタンクあり（-BB） AO-1 750 Ω以下

AO-2
/HL（アナログ出力：1 点追加） AO-1’ 650 Ω以下
(*)： TDLS8000 または TDLS8100 からパージユニット ZA8000P を経由し、中央制御室

CCR までの配線抵抗を含めた負荷抵抗です。
接点出力：

ブローバック中　1 点； 5 A、250 V AC、抵抗負荷
警報出力（センサ断線）1 点； 2 A、250 V AC、抵抗負荷

接点動作：
接点名 通常時 事象発生時 電源断時

ブローバック中 開 閉 開
警報出力（センサ断線） 開 閉 開

接地： D 種接地（接地抵抗 100 Ω以下）
耐電圧： 電源端子と接地間 1000 V AC、2 秒以上
 （電源仕様が 200 V 以上の場合は、1400 V AC）
電源電圧：

-A1； 100 ～ 115 V AC ± 10%、50/60 Hz
-A2； 200 ～ 240 V AC ± 10%、50/60 Hz

消費電力： 1000 VA 以下（ホットパージありの場合）
 120 VA 以下（ホットパージなしの場合）
設置環境：

周囲温度； 0~50℃
周囲湿度； 90％ RH 以下（結露しないこと）

ボックス仕様
構造： 炭素鋼板製ボックス（壁取付または自立を選択）

 *：  自立の場合、キャビネットスタンドはコンクリート等の強度の十分ある基礎の上に設置してくださ
い。

外形寸法： 約 750（幅）×約 355（奥行）× 1200（高さ）mm（形名コード
選択による最大寸法時）

材質： 炭素鋼板（ボックス）
塗装： ポリエステル樹脂粉体塗装
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塗色： マンセル 5Y7/1
質量： 最大約 60 kg（形名コード選択による最大搭載時）
配管接続口：

窒素 / 計装空気入口、ブローバック 1、ブローバック 2； Rc1/2
計装空気入口、光学部 / バリデーションパージ、プロセスパージ 1、プロセスパージ 2、

チェックガス入口； Rc1/4
電線引き込み口： ボックス底部より引き込み（電源、信号）

ブローバックタンク（-BB）
タンク材質： SUS304
タンク容量： 1.1 L
質量： 約 2.5 kg
最高使用圧力： 0.7 MPa G
電圧： 24 V DC

ダスト固着防止用ヒータ（-H1 または -H2）
材質： SUS304（一部黄銅）
質量： 約 0.2 kg
ヒータ容量： 0.44 kW
最高使用圧力： 0.3 MPa G
電圧： 100 V AC（-H1）、200 V AC（-H2）

近傍設置用取付金具セット（/B）
板金 1 枚と U ボルト 2 本が 2 セット付属します。

材質： SUS304
質量： 約 0.7 kg
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1.2 形名・コード
形　名 基本コード 付加コード 仕　様

ZA8000P - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - パージユニット
システム構成 -S1 - - - - - - - - - 光学部パージ用：1 口、プロセスパージ用：2 口 (*1)
出力 -A2 - - - - - - - - - アナログ出力：2 点（4-20 mA DC 出力）
構造 -BW

-BS
- - - - - - - - -
- - - - - - - - -

壁取付
自立用キャビネットスタンド付

電源 -A1
-A2

- - - - - - - - -
- - - - - - - - -

100 ～ 115V AC 50/60Hz
200 ～ 240V AC 50/60Hz

ブローバック (*2) -NN
-BB

- - - - - - - - -
- - - - - - - - -

ブローバックタンクなし
ブローバックタンクあり（2 台）

ホットパージ (*2) -NN
-H1
-H2

- - - - - - - - -
- - - - - - - - -
- - - - - - - - -

ヒータなし
ヒータあり（100V AC）(*3)
ヒータあり（200V AC）(*3)

― -NN - - - - - - - - - 常に -NN
オプション /NM

/TM
/B
/HL
/CG1
/CG2

ボックス側設置 (*4)
プロセス側設置 (*4)
プロセス近傍設置用取付金具セット (*5)
アナログ出力：1 点追加 (*6)
チェックガスライン (TDLS8000 用 )(*7)
チェックガスライン (TDLS8100 用 )(*7)

*1： TDLS8000 の場合
  光学部パージガスは SCU 側と LU 側を直列に配管します。
  プロセスパージガスは SCU 側のプロセス窓と LU 側のプロセス窓に配管します。
 TDLS8100 の場合
  光学部パージガスは光学部とバリデーションエリアを直列に配管します。
  ただし、チェックガスライン（/CG2）を付加した場合、光学部とバリデーションエリアは別々のライ

ンでパージします。
  プロセスパージガスはプロセス窓用とリフレクタ用に配管します。
*2： ダスト量、水分量により、選択してください。
*3： ダスト固着防止用にヒータ（2 台）が付属します。電源と電圧仕様が合うように選択してください。
 -H1 は単相 100 ～ 115 V AC、-H2 は単相 200 ～ 240 V AC の場合に選択してください。
*4： ブローバックでブローバックタンクあり（-BB）、またはホットパージでヒータあり（-H1 または -H2）

を選択した場合、必ず /NM か /TM のどちらかを指定してください。ただし、-BB で、高ダストの場合は、
必ず /TM を指定してください。

*5： /TM を選択した場合に選択できます。ブローバックタンクとヒータをプロセス近傍に設置するための取
付金具セットです。

 ブローバックタンクは TDLS8000 または TDLS8100 に直接取り付けできません。ヒータだけでしたら、
取付金具を使用しないで TDLS8000（アライメントフランジ）や IF8000、または TDLS8100 に直接取り
付け可能です。

 ただし、TDLS8000 の場合、プロセスフランジ部に直接ブローバック配管をする場合は /B の選択は必要
ありません。

*6： TDLS8000 または TDLS8100 のアナログ出力信号 1（AO-1）を使用し、HART 信号変換器により 4-20 mA 
DC を出力します。

*7： バリデーションによる健全性確認用に用意しています。

■ 付属品
付属品は下記の形名コードの選択によります。

コード 品名 数量 備考
ブローバックタンクなし (-NN)
または
ヒータあり (-H1 または -H2) かつ /TM

異径ソケット 2 R1/8 から R1/4 へ変換する継手 (SUS304)
異径ソケット 2 R1/8 から 1/4NPT（オス）へ変換する継

手 (SUS303)
ブローバックタンクあり (-BB)
かつ /TM

異径ニップル 2 Rc1/8 から R1/4 へ変換する継手 (SUS304)
異径ニップル 2 Rc1/8 から 1/4NPT（オス）へ変換する継

手 (SUS303)
付加仕様 /B U ボルトアセンブリ 4 2B パイプ取付用
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2. 設置、配管、配線

 警告
ZA8000P は最大約 60 kg あります。開梱は設置場所の近くで行い、移動させる場合は運
搬機械などを使用してください。もし手作業で運ぶ場合は、必ず 2 人以上で行ってくだ
さい。
また、横転などに注意して慎重に取り扱ってください。
特に自立用キャビネットスタンド付（-BS）の場合は、重心が中心部より上に位置しており、
倒れやすいのでご注意ください。

2.1 設置
ZA8000P パージユニットは、十分な強度を持つ、水平なコンクリート基礎などに設置し
てください（または基礎を水平に構築してください）。
また、ZA8000P パージユニットは、必ず 4 本のアンカーボルトで固定してください。ア
ンカーボルト用穴位置は、図 2.1 外形図を参照してください。

設置する際には、次のような条件を備えているところを選んでください。
・ 周囲温度が、0 ～ 50℃の範囲に維持される所
 また、輻射熱を受けてボックス表面温度が 50℃以上に上昇しない所

・ 風雨、直射日光ができるだけ当たらない所
・ 振動が少ない所
 やむを得ず振動の大きい場所に設置する場合は防振ラバーなどで振動を吸収するな

どの処置が必要です。
・ 保守がしやすく、保守スペースが十分にある所
・ 腐食性ガスやほこりが少なく、湿度が低い所
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(30)

110 170

30

50 65 404040

500
550

40 40 50

(50)

700 900

100

300

1200

(300)

600

200

15

4-ø14 穴
壁取付用

4-ø14 穴 *2
M12 ボルト固定用

正面図

底面図

右側面図左側面図

ブローバックタンク
*1

単位：mm

自立用キャビネット
スタンド *2

*1：-BB（ブローバックタンクあり）で /NM（ボックス側設置）の場合
*2：-BS（自立用キャビネットスタンド付）の場合

A F

BC1C2

D1D2

E1
E2

H1

J2

H2 H3
H4

H5
H6H7 H7

J1

L2

K1
K2
L1

800
500

(200)

100

600 (500) 400
1500

メンテナンススペース

前面

ZA8000P

配管口

記号 表記 説明 配管口

A N2/AIR IN 窒素 / 計装空気
入口 Rc1/2

B AIR IN 計装空気入口 Rc1/4

C1 OPTICAL/VALID. 
PURGE

光学部 / バリデー
ションパージ Rc1/4

C2 OPTICAL PURGE 光学部パージ Rc1/4 (*4)

D1 PROCESS 
PURGE 1 プロセスパージ 1 Rc1/4

D2 PROCESS 
PURGE 2 プロセスパージ 2 Rc1/4

E1 BLOWBACK 1 ブローバック 1 Rc1/2 (*3)
E2 BLOWBACK 2 ブローバック 2 Rc1/2 (*3)
F CHECK GAS IN チェックガス入口 Rc1/4 (*5)

*3： ブローバックタンクなし（-NN）の場合は封止栓
*4： TDLS8000 の場合、または TDLS8100 でチェック

ガスライン（/CG2）を選択しない場合は封止栓
*5： チェックガスライン（/CG1 または /CG2）を選択

しない場合は封止栓

配線口

記号 表記 説明 適用ケーブル径
H1 MAIN POWER SUPPLY 装置電源

Ø6～12水防栓
H2 EARTH 接地
H3 TDLS-POWER SUPPLY TDLS-電源

Ø13.5～18水防栓
H4 TDLS-I/O SIGNAL TDLS-I/O信号

H5 CCR-DO SIGNAL CCR-DO信
号

Ø13.5～18水防栓
（ゴム栓付）

H6 CCR-I/O SIGNAL CCR-I/O信号 Ø13.5～18水防栓

H7 SPARE 予備（2か所） Ø6～12水防栓
（ゴム栓付）

J1 BL1 CONT. BL1制御 Ø6～12水防栓
（ゴム栓付）(*6)J2 BL2 CONT. BL2制御

K1 HE1 POWER SUPPLY HE1電源
Ø6～12水防栓

（ゴム栓付）
K2 HE2 POWER SUPPLY HE2電源
L1 HE1 TC HE1熱電対
L2 HE2 TC HE2熱電対

*6： ブローバックタンクなし（-NN）でボックス側設置
（/NM）を選択した場合、ゴム栓は付きません。

図2.1 ZA8000P　外形図
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左側面図

FC1
(PLC1 の裏側 )

PR2

PR1
HE1( 前 )
HE2( 後 )

CV1( 前 )
CV2( 後 )

X5 FM1

BV1

NV1

X4
X2COS1

PLC1

BL1-SV

BL2-SV

N2/AIR

CHECK
GAS

TC1TC2

SSR1SSR2

Z0

FM4

REC1

SBV1

FM2
FM3
FC2
FC3

RL1 ～ 4
( 左から )

DC1
HLP1

ELB1
CP1 ～ 3
( 左から )

BL2

BL1

PR3

X3

X1
AM1 ～ 3
( 左から )
EG

Z1

記号 説明・用途 記号 説明・用途 記号 説明・用途
FM1 流量計　光学部 / バリデー

ションパージ
HE1 ヒータ　プロセスパージ 1 PLC1 制御機器　ブローバック

FM2 流量センサ　プロセスパー
ジ 1

HE2 ヒータ　プロセスパージ 2 COS1 セレクタスイッチ　ブロー
バック

FM3 流量センサ　プロセスパー
ジ 2

Z0 端子台　装置電源 TC1 制御機器　HE1 温度

FM4 流量計　光学部パージ Z1 端子台　TDLS-CCR TC2 制御機器　HE2 温度
PR1 減圧弁　光学部 / バリデー

ションパージ
X1 端子台　FM2、FM3 電源 AM1 アナログメモリ　AO ホー

ルド
PR2 減圧弁　プロセスパージ X2 端 子 台　BL1、BL2、HLP1

電源
AM2 アナログメモリ　AO ホー

ルド
PR3 減圧弁　ブローバック X3 端子台　TC1、TC2 電源 AM3 アナログメモリ　AO ホー

ルド
BV1 ボール弁　窒素 / 計装空気 X4 端子台　HE1、HE2 電源 HLP1 HART ループコンバータ　

信号分離
NV1 ニードル弁　計装空気 X5 端子台　HE1、HE2 電源 RL1 リレー　タンク電磁弁電源
SBV1 3 方ボール弁　チェックガ

ス / 窒素 / 計装空気
ELB1 漏電用遮断器　装置電源 RL2 リレー　ブローバック接点

CV1 逆止弁　プロセスパージ 1 CP1 配線用遮断器　DC 電源 RL3 リレー　FM2 低流量
CV2 逆止弁　プロセスパージ 2 CP2 配線用遮断器　制御機器 RL4 リレー　FM3 低流量
BL1 ブローバックタンク　プロ

セスパージ 1
CP3 配線用遮断器　ヒータ SSR1 ソリッドステートリレー　

HE1 制御
BL2 ブローバックタンク　プロ

セスパージ 2
REC1 コンセント　電源 3A SSR2 ソリッドステートリレー　

HE2 制御
BL1-SV タンク電磁弁　プロセス

パージ 1
EG アースバー FC1 フェライトコア　PLC1

BL2-SV タンク電磁弁　プロセス
パージ 2

DC1 DC 電源　TDLS&FM etc. FC2 フェライトコア　HE1

FC3 フェライトコア　HE2

図2.2 ZA8000P　内部構造図

内部構造図は、ZA8000P の扉内側に示しています。
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● ブローバック（-BB）
ブローバックを選択すると、タンクと電磁弁と逆止弁（逆止弁の図はホットパージの図
に記載）（各２台）が付属します。記号ではタンクが BL1、BL2 で、電磁弁は BL1-SV、
BL2-SV です。

単位：mm

158

102 (ø89.1)

283

ブローバック出口
Rc3/4 (SUS304)

約 352

197.5

33

ブローバック入口
Rc3/8 (SUS304)

電磁弁

タンク

G1/2

タンク電磁弁配線
ケーブル外径 ø6 ～ 12

図2.3 ブローバックタンクの設置（/TM(プロセス側設置)で/B(近傍設置用取付金具セット)がない場合）

● ホットパージ（-H1または-H2）
ホットパージを選択するとヒータ（2 台）が付属します。記号ではヒータが HE1、HE2 で、
逆止弁は CV1、CV2 です。

単位：mm

*1： /TM（プロセス側設置）の場合、断熱材施工（厚さ 10mm 以上）をしてください。
 また、ヒータに浸水しないように防水処理を実施してください。
*2： 感電防止のため、必ず接地端子を取り付けてください（M4 ねじ、適用電線 2Sq 以上）。
 また配線の被覆が取付板金に触れないように配線してください。
*3： ブローバックタンクなし（-NN）で /TM（プロセス側設置）の場合は、
 プロセスパージ出口になります。
 ヒータ出口用の変換継手（R1/4 または 1/4NPT への変換）が付属しますので、
 必要に応じてご使用ください。
*4： ブローバックタンクあり（-BB）で /TM（プロセス側設置）の場合に付きます。
*5： ブローバックタンクあり（-BB）で /TM（プロセス側設置）の場合、逆止弁と出口用の
 変換継手（R1/4 または 1/4NPT への変換）が付属しますので、必要に応じてご使用ください。

33.5

17プロセスパージ出口
*5

ヒータ出口 *3
R1/8 (SUS304)

断熱材 *1

ø13

電源
0.15m、端子 R-4

熱電対 (K)
1m、端子 F-4

プロセスパージ入口
R1/8 ( 黄銅 )

(147.5)

207.5

ヒータ取付板金 *2

逆止弁
*4

ヒータ

図2.4 ヒータの設置（/TM(プロセス側設置)で/B(近傍設置用取付金具セット)がない場合）
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■ 近傍設置用取付金具セット（/B）を使用する場合
プロセス側設置（/TM）の場合、必要に応じて、プロセス近傍にブローバックタンク（-BB）
とヒータ（-H1 または -H2）を設置するための取付金具です。どちらかだけの選択でも使
用可能ですが、ヒータだけでしたら、取付金具を使用しないで TDLS8000（アライメント
フランジ）や IF8000 または TDLS8100 に直接取り付け可能です。
また、TDLS8000 の場合でブローバック配管を直接プロセスフランジ部に接続する場合は、
取付金具は使用しません。

約 78

約 110 70

5810210

約 200

127
70

(21)

約 352

197.5

33

52.5

65

100

114

約 33.5

(147.5)

2B パイプ

単位：mm

ヒータ出口 *7
R1/8 (SUS304)

断熱材 *4

ヒータ電源
0.15m、端子 R-4

熱電対 (K)
1m、端子 F-4

プロセスパージ入口
*6

逆止弁 *2

ヒータ
*3

プロセスパージ出口またはブローバック出口
Rc3/4 (SUS304)

ブローバック入口
Rc3/8 (SUS304)

タンク電磁弁 *2

ブローバックタンク *2

G1/2

タンク電磁弁配線
ケーブル外径 ø6 ～ 12

4-ø6.5 穴
*1

ヒータ取付板金 *5

*1： 図は 2B パイプ取付例ですが、M6 ねじ 4 本で壁に取り付けることも可能です。
*2： ブローバックタンクあり（-BB）の場合に付きます。
*3： ヒータあり（-H1 または -H2）の場合に付きます。
*4： ヒータあり（-H1 または -H2）の場合、断熱材施工（厚さ 10mm 以上）をしてください。
 また、ヒータに浸水しないように防水処理を実施してください。
*5： ヒータあり（-H1 または -H2）の場合、感電防止のため、
 必ず接地端子を取り付けてください（M4 ねじ、適用電線 2Sq 以上）。
 また配線の被覆が取付板金に触れないように配線してください。
*6： ヒータあり（-H1 または -H2）の場合、ヒータ入口 R1/8（黄銅）。
 ヒータなし（-NN）の場合は逆止弁入口 Rc1/8(SUS316)。
*7： ブローバックタンクなし（-NN）でヒータあり（-H1 または -H2）の場合は、
 プロセスパージ出口になります。
 ヒータ出口用の変換継手（R1/4 または 1/4NPT への変換）が付属しますので、
 必要に応じてご使用ください。

図2.5 近傍設置用取付金具セット

2.2 配管
注意
外部よりボックスへ接続する導管は管内部を洗浄（油、ダスト等を除去）、乾燥してから
配管してください。この処置を怠るとパージ機能に障害が生じることがあります。
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● TDLS8000の場合

断熱材施工部分
(-H1 または -H2 の場合のみ）

ZA8000P

F

A

B
ブローバックタンク *3

窒素 / 計装空気入口
0.3 ～ 0.7MPa *1

計装空気入口
最大 0.7MPa *2

ZA8000P

F

A

B

ブローバックタンク、
ヒータ *4

窒素 / 計装空気入口
0.3 ～ 0.7MPa *1

計装空気入口
最大 0.7MPa *2

● /TM（プロセス側設置）の場合

● ブローバックタンクなし（-NN）、ヒータなし（-NN）
 または /NM（ボックス側設置）の場合

光学系用パージ配管へ

プロセス窓用パージ配管へ（SCU 側）

プロセス窓用パージ配管へ（LU 側）

光学部 / バリデーションパージ  C1

プロセスパージ 1  D1
ブローバック 1  E1

プロセスパージ 2  D2
ブローバック 2  E2

チェックガス入口
最大 0.7MPa

（/CG1 の場合）

光学系用パージ配管へ

プロセス窓用パージ配管へ（SCU 側）
*5
プロセス窓用パージ配管へ（LU 側）
*5

光学部 / バリデーションパージ  C1

プロセスパージ 1  D1
ブローバック 1  E1

プロセスパージ 2  D2
ブローバック 2  E2

*1：プロセスパージ、ブローバック用。圧力の大きな変動や急な変化のないこと
*2：ボックス内部パージ用（ダスト等の侵入防止やボックス内部温度上昇防止のため）。必要に応じて使用。
*3：-BB（ブローバックタンクあり）で /NM（ボックス側設置）の場合
*4：-BB（ブローバックタンクあり）、-H1 または -H2（ヒータあり）で /TM（プロセス側設置）の場合
*5：直接プロセスフランジ部に接続も可能

チェックガス入口
最大 0.7MPa

（/CG1 の場合）

図2.6 配管例（TDLS8000の場合）

● TDLS8100の場合

断熱材施工部分
(-H1 または -H2 の場合のみ）

ZA8000P

F

A

B
ブローバックタンク *3

窒素 / 計装空気入口
0.3 ～ 0.7MPa *1

計装空気入口
最大 0.7MPa *2

ZA8000P

F

A

B

ブローバックタンク、
ヒータ *4

窒素 / 計装空気入口
0.3 ～ 0.7MPa *1

計装空気入口
最大 0.7MPa *2

● /TM（プロセス側設置）の場合

● ブローバックタンクなし（-NN）、ヒータなし（-NN）
 または /NM（ボックス側設置）の場合

光学部用パージガスへ　または
バリデーションエリア用（/CG2 の場合）パージガスへ
光学部用パージガスへ（/CG2 の場合）
プロセス窓用パージガスへ

リフレクタ用パージガスへ

光学部 / バリデーションパージ  C1
光学部パージ  C2

プロセスパージ 1  D1
ブローバック 1  E1

プロセスパージ 2  D2
ブローバック 2  E2

チェックガス入口
最大 0.7MPa

（/CG2 の場合）

光学部用パージガスへ　または
バリデーションエリア用（/CG2 の場合）パージガスへ
光学部用パージガス（/CG2 の場合）
プロセス窓用パージガスへ

リフレクタ用パージガスへ

光学部 / バリデーションパージ  C1
光学部パージ  C2

プロセスパージ 1  D1
ブローバック 1  E1

プロセスパージ 2  D2
ブローバック 2  E2

チェックガス入口
最大 0.7MPa

（/CG2 の場合）

*1：プロセスパージ、ブローバック用。圧力の大きな変動や急な変化のないこと
*2：ボックス内部パージ用（ダスト等の侵入防止やボックス内部温度上昇防止のため）。必要に応じて使用。
*3：-BB（ブローバックタンクあり）で /NM（ボックス側設置）の場合
*4：-BB（ブローバックタンクあり）、-H1 または -H2（ヒータあり）で /TM（プロセス側設置）の場合

図2.7 配管例（TDLS8100の場合）
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2.2.1 配管の仕様
光学部パージおよびバリデーションパージ、プロセスパージ、ブローバックの配管は、
以下の仕様を満たすように配管してください。
配管箇所については、パージユニット ZA8000P の配管系統図（付録）を参照してください。

下表における “任意” については、圧力損失、耐食性、耐候性を考慮してください。

● 光学部パージおよびバリデーションパージの配管について
バリデーション機能を使用する際、特にチェックガスの種類による材料の選定には注意
してください。

配管内径 配管長 材質
4 mm 以上 任意 任意

● プロセスパージ配管について
コード

配管内径 配管長 材質ブロー
バック

ホット
パージ

設置
（オプション）

-NN -NN ― 7 mm 以上 任意 任意
-NN -H □ /NM（ボックス側） 7 mm 以上 任意 テフロンまたはステンレス
-NN -H □ /TM（プロセス側） 7 mm 以上 任意 任意
-BB -NN /NM（ボックス側） 9 mm 以上 5 m 以内 任意
-BB -NN /TM（プロセス側） 7 mm 以上 任意 任意
-BB -H □ /NM（ボックス側） 9 mm 以上 5 m 以内 テフロンまたはステンレス
-BB -H □ /TM（プロセス側） 7 mm 以上 任意 任意

● プロセスパージ配管2について（ブローバックタンクおよびヒータをプロセス近
傍に設置する場合）

コード
配管内径 配管長 材質ブロー

バック
ホット
パージ

設置
（オプション）

-NN -H □ /TM（プロセス側） 7 mm 以上 任意 テフロンまたはステンレス
-BB -NN /TM（プロセス側） 9 mm 以上 2 m 以内 任意
-BB -H □ /TM（プロセス側） 9 mm 以上 2 m 以内 テフロンまたはステンレス

● ブローバック配管について
コード

配管内径 配管長 材質ブロー
バック

ホット
パージ

設置
（オプション）

-BB -NN /TM（プロセス側） 7 mm 以上 任意 任意
-BB -H □ /TM（プロセス側） 7 mm 以上 任意 任意
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2.2.2 レーザガス分析計との配管作業
レーザガス分析計 TDLS8000 または TDLS8100 の光学部用とバリデーション用のパージ配
管は、図 2.8 または図 2.9 のよう行ってください。
プロセス窓用のパージ配管については、各分析計の取扱説明書を確認して配管してくだ
さい。
また、配管後は必ず使用圧（最大値）の圧力をかけて漏れテストを行ってください。
各取り合いへの供給圧力は次の仕様となるように供給します。
 窒素 / 計装空気圧力： 0.3 ～ 0.7 MPa（圧力の大きな変動や急な変化がないこと）
 計装空気圧力（ボックス内部パージ用）： 最大 0.7 MPa
 チェックガス： 最大 0.7 MPa

■ TDLS8000

レーザユニット（LU）

ガス排気

SBV1
3 方ボール弁

測定ガス

センサコントロールユニット（SCU）

ZA8000P パージユニット

チェックガスラインあり（/CG1）の場合

SCU と LU のパージ
またはバリデーションセルへの
チェックガスの導入として使用

SCU と LU のパージとして使用

（注）必要に応じて安全場所まで配管

チェックガス

光学部 / バリデーションパージ

光学部 / バリデーションパージ

窒素 / 計装空気

ZA8000P パージユニット

窒素 / 計装空気
C

図2.8 TDLS8000との配管

● TDLS8000で、直接プロセスフランジ部に設置する場合
TDLS8000 の場合でブローバック配管を直接プロセスフランジ部に接続する場合は、図 2.3
と図 2.4 を参照してください。
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■ TDLS8100

ガス排気

SBV1
3 方ボール弁

チェックガスラインあり（/CG2）の場合

（注）必要に応じて安全場所まで配管

バリデーションエリアへの
チェックガスの導入として使用

光学部とバリデーションエリア
のパージとして使用

光学部 / バリデーションパージ

バリデーションパージ

光学部とバリデーションエリア
のパージは別々のライン

光学部パージ

ZA8000P パージユニット

ZA8000P パージユニット

チェックガス

窒素 / 計装空気

窒素 / 計装空気

C

ガス排気
（注）必要に応じて安全場所まで配管

窒素 / 計装空気

図2.9 TDLS8100との配管

2.2.3 その他の処理
ヒータあり（-H1 または -H2）でプロセス側設置（/TM）の場合は、ヒータへの断熱材施
工と防水処理を行ってください。

● 断熱材施工
熱風の温度低下を防ぐため、断熱材（グラスウール、ロックウールなど）で覆い保温し
てください。
断熱材の厚みはヒータ出口からプロセスまでの配管長や配管材料によって異なります。
上記の配管長が長い場合、できるだけプロセスに近い位置にヒータを設置してください。

● 防水処理
ヒータへの浸水を防ぐため、防水処理を実施してください。
特に電源線取り出し口に水が掛かると漏電の原因となりますので、注意深く（断熱材施
工後、耐熱アルミガラスクロステープや防水アルミテープ、気密防水テープを巻き付け
るなど）処理をしてください。
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2.3 配線
外部との配線は図 2.1 の配線口を使用してください。
パージユニット内の配線は付録を参照してください。

2.3.1 配線仕様
電源、信号線等の電線は区別して、配線してください。

電源ラインの電線の芯線公称断面は消費電力と配線長さに見合ったものを選定してくだ
さい。

電源電圧： -A1； 100 ～ 115 V AC ± 10%、50/60 Hz
 -A2； 200 ～ 240 V AC ± 10%、50/60 Hz
消費電力： 1000 VA 以下（ホットパージありの場合）
 120 VA 以下（ホットパージなしの場合）

接地の配線は D 種接地工事（第 3 種設置工事）＜接地抵抗 100 Ω以下＞を行ってください。
接地工事は、電気事業法を参照してください。

アナログ出力信号は絶縁電線を使用し、配線長さおよび許容負荷抵抗に見合った工事を
行ってください。
アナログ出力の許容負荷抵抗

コード
アナログ出力 許容負荷抵抗 備考ブロー

バック
/HL（アナログ出

力：1点追加）

-NN ― AO-1
AO-2 550 Ω以下 TDLS8000 または TDLS8100 の仕様による (*)

-BB ― AO-1
AO-2 750 Ω以下 アナログメモリ AM1、AM2 の仕様による

-NN /HL
AO-1 250 ～ 550 Ω TDLS8000 または TDLS8100 の HART 通信時の仕様

による (*)
AO-2 550 Ω以下 TDLS8000 または TDLS8100 の仕様による (*)
AO-1’ 650 Ω以下 HART ループコンバータ HLP1 の仕様による

-BB /HL
AO-1
AO-2 750 Ω以下 アナログメモリ AM1、AM2 の仕様による

AO-1’ 650 Ω以下 HART ループコンバータ HLP1 の仕様による
(*)： TDLS8000 または TDLS8100 からパージユニット ZA8000P を経由し、中央制御室 CCR までの配線抵抗

を含めた負荷抵抗です。

外部よりボックスへの配線が終わったら、配線に誤りのないことをチェックしてくださ
い。
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2.3.2 ケーブルの端末処理
ボックス内端子台へのケーブル接続は、端子に適合する圧着端子を用いて行ってくださ
い。
電源・接地・アナログ出力用端子、接点出力用端子のいずれも図 2.10 に示す形状の端子
台です。

M4ねじ

12.5

単位：mm

10.8

図2.10 端子台の形状・主要寸法

2.3.3 ヒータの配線処理
ヒータあり（-H1 または -H2）でプロセス側設置（/TM）の場合は、ヒータの配線が必要です。
ヒータ稼働時、ヒータ本体や板金への取付部周辺が高温になります。ヒータへ配線する際、
ヒータ本体や板金への取付部周辺にケーブル配線の被覆が触れないように施工してくだ
さい。
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3. 設定
ボックス内部の機器は、基本的にそのまま使用できるように設定されています。
必要に応じて本章をお読みの上、設定してください。
内部の機器は、図 2.2 内部構造図を参照してください。

3.1 流量センサ（FM2、FM3）
流量センサは、工場出荷時に下図のように動作するように設定してあり、誤って設定値
を変えてしまうなどの誤操作を防止するためにキーロックをしています。したがって、
押しボタンは反応しません。

スイッチON

流量[L/min]

OUT1

5 0

緑色

赤色

スイッチOFF
時間[秒]

応差
H_1

設定値
P_1

( 注 1) OUT1 の接点動作設定は、ヒータあり（-H1 または -H2）の場合に動作します。
( 注 2) キー操作により、設定変更はしないようにしてください。
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● 流量センサの各部の名称と機能

表示部

<表示部>

流量調整弁

配管ポート部（OUT側）

ロックリング

メイン画面

単位表示 出力表示（動作表示灯）

UPボタン
SETボタン
DOWNボタン

IO-Link状態表示灯

通し穴

ボディ

配管ポート部（IN側）

コネクタ付リード線

ソケット

名称 機能
ソケット コネクタ付リード線を接続する部分です。
配管ポート部 配管の接続口です。IN 側が流入、OUT 側が流出です。
流量調整弁 流量を調整するための絞り機構部です。
ロックリング 流量調整弁を固定するときに使用します。
通し穴 DIN レール取付時に使用します。
ボディ 製品本体です。
コネクタ付リード線 製品に電源を供給したり、出力を得るためのリード線です。

表
示
部

メイン画面 流量値、設定モードの状態、エラー表示などを表示します。
出力（OUT1）の状態により表示色（赤 / 緑）を選択できます。

単位表示 流量表示（瞬時 / 積算）、流量単位の設定により、任意の単位が点灯します。
出力表示（動作表示灯） OUT1 の出力状態を表示します。ON 時に橙色点灯します。
IO-Link 状態表示灯 （不使用）
UP ボタン （不使用）
DOWN ボタン （不使用）
SET ボタン （不使用）
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3.2 プログラマブルコントローラ（PLC1）
ブローバックあり（-BB）の場合、プログラマブルコントローラ PLC1 のラダーシーケン
スにより、ブローバックが行われます。

プログラマブルコントローラは、工場出荷時に下図のようにラダーシーケンス動作する
ように設定しています。

PLC1
プログラマブルコントローラ

端子番号

CO
S1

セ
レ

ク
タ

ス
イ

ッ
チ

P01

P03

P02P02 P02
10 sec10 sec

P01

P03

P03

(注)

P03P02P02 P02
10 sec10 sec

P01

P03

P02P02 P02
10 sec10 sec

自動運転（AUTO 自動） 接点閉 ON
設定開 OFF
停止 STOP
運転 RUN
接点閉 ON
設定開 OFF
開 OPEN
閉 CLOSE
接点閉 ON
設定開 OFF

停止（OFF 切）

手動運転（HAND 手動）

302

303

ブローバック電磁弁（BL1-SV、BL2-SV）

ブローバック中

505

OUTPUTINPUT

504

PLC1 電源復帰時について
　・ 停電非保持： 内部リレー(M)、タイムアウトリレー(TM)、レジスタ(DAT)
　・ 停電保持： Pレジスタ、Kレジスタ

配線用遮断器
CP2 電源投入

注： 「ブローバック中」接点出力について
 自動運転から停止にした際は、切換り時の緩和時間として、新たに接点出力させます。
 ただし、ブローバック中における緩和時間 P03 の間に停止した際は、新たに接点出力されません。
 また、下記パラメータの設定条件を満たさない場合も、新たに接点出力されません。

● パラメータの設定について
パラメータ記号 パラメータ内容

P01 ブローバック周期
P02 ブローバック時間
P03 緩和時間

パラメータ P01 ～ P03 は設置場所の状況により、適した値に変更してください。
P01 ～ P03 は PLC1 (UT35A) の操作画面で設定変更可能です（メニュー：PPAR）。
 3 × P02+20+60 × P03 < 60 × P01 [sec]
になるように設定が必要です。この条件を満たさない場合、自動運転にしても、ブローバッ
ク動作しません。
セレクタスイッチ COS1 を停止 (OFF) 状態で、条件を満たすように P01 ～ P03 を再設定
してください。



IM 11Y01E10-01JA

3-4	 	 ＜ 3.		設定＞

3rd Edition : 2022.12.07-00

● プログラマブルコントローラの各部の名称と機能

（1）
（2）

（3）

（4）

ラダー運転を実行するため
点灯します。

パラメータ表示レベル機能が
プロフェッショナル設定
モードのため点灯します。

（5）

（6）

番号 名称 機能
(1) DISPLAY キー メニュー画面またはパラメータ設定画面で押すと、運転画面へ戻ります。
(2) PARAMETER　キー 3 秒押すと、運転パラメータ設定画面に展開します。

パラメータ設定画面で押すと、メニュー画面に戻ります。
パラメータ設定（設定値点滅）をキャンセルする場合、1 回押します。

（注：以下の操作でセットアップパラメータ設定を変更しないでください）
左矢印キーと同時に 3 秒押すと、セットアップパラメータ設定画面に展
開します。

(3) SET/ENTER キー
上 / 下 / 左 / 右矢印キー

SET/ENTER キー
メニュー画面で押すと、そのメニューに属するパラメータ設定画面に展
開します。
パラメータ設定画面で押すと、パラメータ設定モード（設定値点滅）へ
移行し、パラメータ設定値が変更可能になります。
パラメータ設定モード中に押すと、設定値が登録されます。
上 / 下 / 左 / 右キー
メニュー画面で左 / 右キーを押すと、画面が切り替わります。
パラメータ設定画面で上 / 下 / 左 / 右キーを押すと、画面が切り替わります。
パラメータ設定モード（設定値点滅）中に、上 / 下キーを押すと、設定値
が変更されます。
パラメータ設定モード（設定値点滅）中に、左 / 右キーを押すと、パラメー
タにより桁移動します。

(4) ライトローダ光通信部 （不使用）
(5) A/M キー （不使用）
(6) ユーザファンクション

キー
（不使用）

詳細は、当社製品 UT35A の取扱説明書（IM 05P01D31-01JA）をご参照ください。
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■ ブローバックに関するパラメータ変更
ブローバック周期 P01、ブローバック時間 P02、緩和時間 P03 を御客様のプロセス状況
や運用に合わせて、設定変更することができます。

(1) パラメータメニューへの遷移
 運転画面から運転パラメータ設定画面に移るには、PARAMETER キーまたは PARA キー

を 3 秒押します。
 運転画面に戻るには DISPLAY キーまたは DISP キーを 1 回押します。

 

PPAR

PARAMETERキー
3秒押し

SET/ENTERキー PARAMETERキー

DISPLAY キー

キー

運転画面

P01
P02
P03
・
・

END

(2) パラメータの変更
 設置場所の状況により、必要であれば、P01 ～ P03 を適した値に変更してください。
 変更する際は、(1) の方法で各パラメータまで遷移し、SET/ENTER キーにより選択し

ます。
 上 / 下矢印キーで、パラメータ値を変更し、SET/ENTER キーにより決定します。
 この際、3-3 ページの「● パ ラ メ ー タ の 設 定 に つ い て 」 の 条 件 を 満 た す よ う に

設定してください。
パラメータ記号 パラメータ内容 初期値 最小値 ― 最大値
P01 ブローバック周期 10 [min] 1 ― 30000 [min]
P02 ブローバック時間 10 [sec] 1 ― 30000 [sec]
P03 緩和時間 1 [min] 1 ― 30000 [min]
注： 「緩和時間」は、分析計が通常の測定状態へ戻るための時間です。
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3.3 温度調節計（TC1、TC2）
ヒータあり（-H1 または -H2）の場合、温度調節計 TC1、TC2 により、プロセスパージ温
度の制御が行われます。

温度調節計は、工場出荷時に、ヒータ HE1、HE2 を 200℃で温度制御するための設定がさ
れています。
また、オートチューニング機能を使用し、流量センサ FM2、FM3 を 40L/min で流す際の
最適な PID 値が計算、設定されています。

● 温度調節計の各部の名称と機能

PV

AT

測定値(PV)   
（工業単位）

目標設定値   
（自動モード）

制御出力値   
（手動モード）

またはパラメータ   
編集モード

出力
LED

手動
モード

警報
発生中

   単位 
（℃） オートチューニング   

実行中   
（点滅）

次の項目にアクセスします。
- オペレータコマンド

（設定値選択など）
- パラメータ
- コンフィグレーションモード

次の項目にアクセスします。
- オペレータ付加情報

（出力値、実行時間など）

目標設定値や制御出
力を増加するか、あ
るいはパラメータリ
ストの次のパラメー
タを選択します。
目標設定値や制御出
力を減少させるか、
あるいは前のパラメ
ータを選択します。
オペレータコマンド/
パラメータ設定/コン
フィグレーションモ
ードを終了します。

プログラマブルキー：
設定した機能を起動します。
（オートチューニング、自動/手
動など）

次の項目にアクセスします。
- 設定値

オペレータモード 編集モード

確認し、次のパラ
メータに移ります。

詳細は、当社製品 TC10 の取扱説明書（IM 05C01E81-02JA）をご参照ください。
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■ 温度制御に関するPID値の変更
流量センサ FM2、FM3 の流量およびヒータ HE1、HE2 の温度は、プロセス状況（レーザ
ガス分析計 TDLS8000 または TDLS8100 のプロセス光路長の決定、プロセスパージの流量、
プロセスの露点温度）に合わせて、設定値を変更してください。決定しましたら、必ず、
下記の方法で、オートチューニングを実施し、最適な PID 値でパージユニットを運転し
てください。

(1) 流量センサ FM2、FM3 をプロセス状況に合わせて、流してください。

(2) 温度調節計 TC1、TC2 の目標設定値をプロセス状況に合わせて、設定してください。
 設定方法は以下を参照してください。

注： レーザガス分析計 TDLS8000 または TDLS8100 のパージガス温度は 200℃以下
である必要があります。したがって、200℃以下で設定してください。

目標設定値の設定
パラメータ A.SP（目標設定値の選択）で選択された設定値（初期値：1 (SP1)）をすぐに
変更できます。

(3) 温度調節計 TC1、TC2 の ボタンを 3 秒間押し、オートチューニングを行ってくだ
さい（流量と設定温度に合わせた最適な PID 値が計算、設定されます）。

オートチューニング方法

(4) 温度調節計 TC1、TC2 の温度設定値で温度制御されることを TC1、TC2 の表示画面で
確認してください。
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3.4 HARTループコンバータ（HLP1）
付加仕様 /HL（アナログ出力 1 点追加）を選択した場合、HART ループコンバータ HLP1
により、アナログ出力が 1 点追加（4-20mA DC 出力）されます。

HART ル ー プ コ ン バ ー タ は、 工 場 出 荷 時 に、 レ ー ザ ガ ス 分 析 計 TDLS8000 ま た は
TDLS8100 の QV である Transmission（透過率：0 ～ 100%）を出力するように設定して
あります。
レーザガス分析計 TDLS8000 または TDLS8100 における HART パラメータの QV item の初
期値設定が Transmission なので、同じに設定しています。
また、HART ループコンバータは、工場出荷時の機器設定を変更しないようにパスワード
で保護しています。

● HARTループコンバータの各部の名称と機能

ESC

OK

KFD2-HLC-
Ex1.D.4S

RS232

PWRERR

1 2

3 4

OUT

19 21
15
9

13
7

20
14
8

22 24
18
12

16
10

23
17
11

1 32 4 65

正面図

プログラミング用ジャック

エラー表示LED
（赤色）

電源表示LED
（緑色）

脱着端子
（青色）

LCD表示

キーパッド

脱着端子
（緑色）

名称 機能
LCD 表示 現在値、エラーメッセージ、パラメータを表示します。
キーパッド

　▲
　▼
　ESC
　OK

現在値、電流値、HART ループコンバータのパラメータを設定す
るための 4 つのキーパッド
　Up（上）
　Down（下）
　Escape（戻る）
　Confirmation（確認）

プ ロ グ ラ ミ ン グ 用
ジャック

（不使用）
PACTware* を使用した HART ループコンバータのパラメータと診
断を設定するための RS232C シリアルインターフェイス。
* PACTware ™はメーカ、フィールドバスから独立したオープン

なユーザ・インターフェースです。プラント全体の操作のため
のデバイス、システム、通信インターフェースです。

エラー表示 LED（赤色） ・速い点滅：　HART　エラーメッセージ発生時
・遅い点滅：　HART データエラー（通信異常）
・点灯：　 HART ループコンバータ　セルフテスト結果エラー。

デバイスフォルト。
・点灯：　HART リセット時（他の LED は全て消灯）

電源表示 LED（緑色） ・消灯：　電源断
・遅い点滅：　初期状態、セルフテスト中（動作開始していない）
・点灯：　通常動作状態
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■ 設定値の変更
以下にボタン操作による画面遷移図を示します。

▼ ▲

▼ ▲

▼ ▲

HARTcom

Unit

Main menu
parameterization mode

Output

Service

Display mode OK + ESC (simultaneously for 1 s)  →
←  ESC

・ Parameterization mode で 10 分以上キー操作しない場合、自動的に Display mode に
切り替わります。

・ Display mode における LCD 表示画面について
 各値のみの表示保持はできません。
 HLP1 の電源オフ→オンにより、PV 表示に戻ります。したがって、QV を表示したい

場合、毎回、電源オン時に▲▼キーを押すことにより、QV を表示させてください。

● Unit
OK  →

←  ESC

←  ESC

←  ESC

←  ESC

OK  →
←  ESC

▼ ▲

▼ ▲

▼ ▲

auto

OK  →
←  ESC

OK  →
←  ESC

OK  →
←  ESC

OK  →
←  ESC

custom

Custom Tag

▼ ▲ ▼ ▲
PV

SV

OK  →
←  ESC

TV

QV

see below

Unit

same as PV

same as PV

same as PV

Type

Custom	Tagの設定
 関連した文字を表示します（最大 8 個）。
 ▲、▼キーで選択します。OK キーを押すと、選択した文字が点滅します。
 ▲、▼キーで選択して、OK キーを押します。
 表示選択内容を確定するまで、上記作業を繰り返してください。
 必要に応じてスペースを入れます。
 OK キーを押して、文字列を保存します。
 もしくは ESC キーを押し、Custom Tag のエントリモードの画面に戻ります。

● Service
OK  →

←  ESC

←  ESC

OK  →
←  ESC

▼ ▲

OK  →
←  ESC

▼ ▲

←  ESC
▼ ▲

OK  →
←  ESC

Reset

▼ ▲

Service

On Reset

OFF Reset
▼ ▲

←  ESC
OK  →

←  ESCVersion

ENG

DE

▼ ▲

Language

Password

OFF Password

On Password

Version No.

 Password On 設定時、パスワードは「1234」。他の値に変更は不可能。
 Display mode から Parameterization mode へ切り替える度にパスワード入力要求さ

れます。
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● HARTcom
OK  →

←  ESC

←  ESC

←  ESC

←  ESC

OK  →
←  ESC

▼ ▲

▼ ▲

▼ ▲

secondary

OK  →
←  ESC

OK  →
←  ESC

OK  →
←  ESC

primary
▼ ▲

Mode

ShortAddress

←  ESC
▼ ▲

OK  →
←  ESCTimeOut

LocateMethod

Rebuild

OFF Rebuild
▼ ▲

HARTcom

fixed

On Rebuild

search
▼ ▲

←  ESC
▼ ▲

OK  →
←  ESCComControl auto detect

polling
▼ ▲

burst
▼ ▲

5 s to 60 s

0 to 15

● Output

▼ ▲
Iout2 OK  →

←  ESC

Iout3 OK  →
←  ESC

down

up
▼ ▲

hold
▼ ▲

OK  →
←  ESC

▼ ▲
OK  →

←  ESC

End Value see below

Fault Current

same as Iout1

same as Iout1

OK  →
←  ESC

OK  →
←  ESC

▼ ▲
disabled

PV
▼ ▲ ▼ ▲

Iout1 OK  →
←  ESC

OK  →
←  ESC 4 - 20

unlimited

4 - 20 NE43
▼ ▲

SV
▼ ▲

TV
▼ ▲

QV
▼ ▲

OK  →
←  ESC

▼ ▲

▼ ▲

tnemngissAtuptuO

Characteristic

Start Value see below

OK  →
←  ESC

OK  ↓

←  ESC

←  ESC

▼ ▲  ↓

Parameter Current value, flashing

New value, flashing,
not stored

New value, not flashing,
stored

 

Start	valueとEnd	valueの設定方法
 小数点を含めた 4 桁の仮数とベキ乗数と E0 ～ E33（小数点側は E-33 まで）を設定し

ます。
 以下の方法で数字入力と小数点桁入力を行ってください。

【設定方法】
(1) Start value または End value を選択すると小数点と現在値が点滅します。
 OK キーを押します。仮数（または、負符号）の最初の桁が点滅します。
(2) ▲、▼キーを押し仮数を設定します。最初の桁で 0 を選択し▼キーを押すと負

符号になります。
 OK キーを押すと次の桁に移ります。（該当桁が点滅します）
(3) 最後の桁まで設定してください。設定すると小数点が点滅します。
 ▲、▼キーを押し、小数点の位置を決め、OK キーを押してください。
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(4) ベキ乗数を▲、▼キーを押して入力して下さい。
 E0 ～ E33（小数点側は E-33 まで）までの値で選択し、確認後 OK キーを押して

ください。
（設定例）

正の値 LCD表示 負の値 LCD表示
43 210 43.21 E03 - 0.012 3 -12.3 E-03

・ Unit で選択された浮動点の十進数で入力します。
・ Start value は End value より少なくとも 1% は小さくする必要があります。
 設定可否チェックされ、設定できない場合は、その前の設定値が残ります。

数字を入力する場合の注意事項
・ 数字入力は▼、▲キーを押す毎に数字が段階的に変わります。
・ キーを押したままにすると高い値（▲キー）か、低い値（▼キー）まで進みます。
・ 負符号の場合、表示は 3 桁となります。

■ アナログ出力項目の変更
工場出荷時、Transmission（透過率）を出力する設定がされております。
出力項目を変更したい場合、前ページの Output の設定方法を参照し、変更を行ってくだ
さい。
なお、レーザガス分析計 TDLS8000 または TDLS8100 の設定と HART ループコンバータ
HLP1 の出力設定を合わせるように注意してください。
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4. 運転
運転する前に、必ず配管を確認してください。

・ 工事配管、装置内が配管図どおりに正しく配管されていることを確認してください。
・ 搬送時に配管が緩むことがあるので、必ず各継手部の増し締め（目安 1/4 回転）を

行うようにしてください。

注意
プロセスパージ用に供給する計装空気や N2 は、以下の条件のものをご使用ください。

・ 圧力の大きな変動や急な変化がないこと
・ 清浄であること。ダストの粒子径は 0.5 µm 未満
・ 油分を含まないこと
・ O2 計、ppmH2O 計用に使用する場合は、純度が 99.99% 以上の窒素ガスであること
・ ppmH2O 計用に使用する場合は、水分量が 20 ppm 未満の窒素ガスであること

4.1 運転操作
装置の運転は、下記の手順で行ってください。
レーザガス分析計 TDLS8000 または TDLS8100 の操作は、各分析計の取扱説明書 IM 
11Y01D01-01JA (TDLS8000)、IM 11Y01D02-01JA (TDLS8100) をお読みください。

(1) 全ての弁が閉状態であることを確認してください。
(2) 装置へ電源を投入します。
 漏電用遮断器 ELB1、配線用遮断器 CP1 のスイッチを ON にし、TDLS8000 または

TDLS8100 および流量センサ FM2、FM3 に通電してください。
(3) TDLS8000 または TDLS8100 の設定をしてください。
 アナログ入出力および接点入出力、TDLS8000 または TDLS8100 の内部スイッチ（SW1、

SW2）の設定を設置環境および使用状況に合わせて、適切に行ってください。
(4) TDLS8000 または TDLS8100 の模擬出力を有効化します。
 調整中の指示変動を出力させないために、「アナログ出力」の模擬出力を有効にして

ください。
・ 「アナログ出力」の模擬出力有効化
 HMI または PC と TDLS を接続し、 ボタンを押し、パスワード入力画面でパ

スワードを入力します。工場出荷時のパスワードは “1234” です。パスワード
入力後、設定画面が表示されます。

 " 実行 ">>" ループチェック " を押します。" アナログ出力 " メニューを開き、" ルー
プチェック " を「有効」にすることで、設定された模擬電流値（" 出力 "）が出
力されます。

 また、同画面の " 実行 ">>" ループチェック " の " 自動解除 " メニューを開き、自動
解除時間を " 無効 " とし、下記の調整操作中に模擬出力が解除されないようにしてく
ださい。

(5) ボックス内部パージを調整します。
 必要であれば、ニードル弁 NV1 を開き、計装空気が流れることを手のひら等で確認

してください。
 ヒータあり（-H1 または -H2）で /NM（ボックス側設置）の場合、ボックス内部の温

度上昇を防ぐため、パージすることをおすすめします。
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参考： ボックス内部をパージせずに下記条件で装置を稼働した場合、内部温度は下記
のようになります。

  （当社実験データ）  外気温 25.5℃、計装空気 16.5℃、FM2、FM3 流量 40L/min、
TC1、TC2 温度設定 200℃で装置を稼働した際、ボックス内
部温度は 30℃になります。

(6) 光学部パージの流量を調整します。
 ボール弁 BV1 を開いてください。減圧弁 PR1、流量計 FM1 を開き、FM1 を 3L/min

に調整してください（PR1 設定値は任意）。
注： (6) の流量設定値は参考値です。設置環境に合わせて、適正値に調整してくださ

い。
(7) プロセスパージの流量を調整します。
 減圧弁 PR2、流量センサ FM2、FM3 を開き、FM2、FM3 を 40L/min に調整してくだ

さい（PR2 設定値は任意）。
注： (7) の流量設定値は参考値です。次ページの「■プロセスパージ流量の調整手順」

により、適正値に合わせ込みを行ってください。
(8) 測定値、透過率が安定していることを HMI または PC の表示画面で確認してください。
(9) レーザガス分析計 TDLS8000 または TDLS8100 の「アナログ出力」の模擬出力を無効

化します。
 (4) と同様の作業を実施し、「有効」のチェックを外して、ループチェックを無効にし

てください。

以上でレーザガス分析計で測定ができる状態になりました。

● 透過率が下降し続ける場合への対処
透過率が下がり続けてしまう場合、状況に合わせて、流量センサ FM2、FM3 の各流量を
上げてください。
次ページの「■プロセスパージ流量の調整手順」を繰り返し、それぞれ適した設定値に
合わせ込みを行ってください。

また、ブローバックタンクあり（-BB）の場合は、セレクタスイッチ COS1 を OFF（切）
側にしてから、下記作業を実施し、設定値を決定した後に AUTO（自動）側にして確認し
てください。

減圧弁 PR3 の設定値やブローバックに関するパラメータを変更してください（3.2
節参照）。
 ・ 減圧弁 PR3 の設定値を上げて、ブローバックの噴射力を強くして、ダストの

除去能力を上げてください。
 ・ ブローバック周期 P01 を短くして、ダストの堆積を防ぐようにしてください。
 ・ ブローバック時間 P02 を長くして、ダストの除去時間を長くしてください。
 ・ 緩和時間 P03 を変更して、通常の測定状態へ戻るための時間を調整してくだ

さい。
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■ プロセスパージ流量の調整手順
(1) 下表を参照し、光路長を変更してください。

測定ガス 光路長の設定変更
O2

（プロセスガスに空気を流せる場合）
O2 測定値が 20.9％となるように光路長を変更してください。

O2
（プロセスガスに空気を流せない場合）

既存プラントの操作値またはポータブル分析計を使用してくだ
さい。
プロセス内部の状態を確認し、合わせ込みをしてください。

その他の成分ガス 既存プラントの操作値またはポータブル分析計を使用してくだ
さい。
プロセス内部の状態を確認し、合わせ込みをしてください。

＜光路長の設定変更方法＞
 HMI または PC と TDLS8000 または TDLS8100 を接続し、 ボタンを押し、パ

スワード入力画面でパスワードを入力します。工場出荷時のパスワードは“1234”
です。パスワード入力後、設定画面が表示されます。

 " 設定 ">>" 分析 ">>" プロセスパラメータ " を押します。
 " 光路長 " メニューを開き、設定値を変更してください。

 光路長の設定変更で、実際のプロセス配管径よりも半分以下になる場合、FM2、FM3
の流量を減らして、上表の作業を繰り返し、適した設定値に合わせ込みを行ってく
ださい。

注： 光路長がプロセス配管径の半分以下でないと合わせ込めない場合、当社サービ
スにご連絡ください。

(2) ヒータあり（-H1 または -H2）の場合、ヒータ HE1、HE2 の温度制御をします。
 配線用遮断器 CP3 のスイッチを ON にし、温度調節計 TC1、TC2 に通電して、ヒー

タ HE1、HE2 の温度制御を開始してください。プロセス状況に合わせて下記のよう
に適切な対処を行ってください。
【プロセスの露点温度への対処】

 プロセス状況に合わせて、温度調節計 TC1、TC2 の目標設定値を設定してくだ
さい。目標設定値の設定方法は、3.3 節を参照してください。

【プロセスパージの流量への対処】
 プロセスパージの流量調整値に合わせて、温度調節計 TC1、TC2 のオートチュー

ニングを実施し、最適な PID 値でパージユニットを運転してください。オート
チューニングの操作方法は、3.3 節を参照してください。

(3) ブローバックタンクあり（-BB）の場合、ブローバックのラダーシーケンスを開始し
ます。

 減圧弁 PR3 を開き、0.25 MPa（参考値：プロセス状況により設定してください）に
調整してください。

 配線用遮断器 CP2 のスイッチを ON にし、プログラマブルコントローラ PLC1 に通電
してください。

 セレクタスイッチ COS1 を AUTO（自動）側にして、ブローバックのラダーシーケン
スを開始してください。

(4) プロセスガスを流してください。
 HMI または PC の表示画面を見て、Trans.（透過率）が下がり続けないことを確認し

てください。
注： プロセス稼働状況が著しく変動しない状況下で確認してください。特にダスト

量が変動する場合、透過率も変動してしまいます。
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4.2 運転停止
パージユニット ZA8000P の運転を停止する場合は、下記の手順で行ってください。

注意
停止期間に関わらず、プロセスガスが流れる場合は、プロセスパージ供給を止めないで
ください。ダスト分がプロセス窓、取合フランジ部に蓄積して固着するため、透過率が
低下する恐れがあります。

(1) 手動でパージ操作を実施してください（5.1 節参照）。
 ブローバックタンクあり（-BB）の場合は、セレクタスイッチ COS1 を OFF（切）側

にして、ブローバックを停止してください。その後、減圧弁 PR3 を閉じてください。
(2) プロセスパージを停止します。
 減圧弁 PR2 を閉じて、窒素または計装空気の供給を停止してください。
 ヒータあり（-H1 または -H2）の場合、減圧弁 PR2 を閉じる前に、配線用遮断器 CP3

を OFF にし、ヒータ HE1、HE2 への通電を遮断してください。
 温度調節計 TC1、TC2 の表示画面で、HE1、HE2 の熱電対が 50℃を下回るまで（目安 2、

3 分）お待ちください。

注意
50℃を下回ってすぐに窒素または計装空気の供給を止めると、ヒータに残存する熱によ
り熱電対の温度が上昇します。ヒータが十分に冷えたことを確認してから、供給を停止
してください。

(3) 光学部パージを停止します。減圧弁 PR1 を閉にします。
(4) 配 線 用 遮 断 器 CP1、CP2、 漏 電 用 遮 断 器 ELB1 を OFF に し、TDLS8000 ま た は

TDLS8100 を停止します。
(5) ボール弁 BV1 を閉にして、パージ供給を止めてください。
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5. 保守とトラブルシューティング
内部の機器に関しては、各機器の取扱説明書を参照してください。

5.1 日常点検

■ 配管の確認
継手、配管等の緩みにより漏洩していないかを確認してください。
定期的に各継手部の増し締め（目安 1/4 回転）を行うようにしてください。

■ 透過率の確認
TDLS8000 または TDLS8100 の透過率が著しく低下していないことを確認してください。
透過率が約 5％以下になった場合、下記のパージ操作を行って透過率が上がることを確認
してください。それでも透過率が低い場合は、プロセス窓の洗浄が必要です。
洗浄方法はレーザガス分析計の取扱説明書 IM 11Y01D01-01JA（TDLS8000）または IM 
11Y01D02-01JA（TDLS8100）の 9.1.2 項をお読みください。

● パージ操作方法
・ブローバックタンクなし（-NN）の場合
(1) 流量センサ FM2、FM3 のニードル弁を 100 L/min に調整して、約 1 分間流します。
(2) 透過率の値を確認してください。
・ブローバックタンクあり（-BB）の場合
(1) 減圧弁 PR3 の設定値を最大供給圧力にしてください。ただし最大 0.7 MPa です。
(2) セレクタスイッチ COS1 を HAND（手動）側にして、ブローバックを 2、3 回繰り返

して透過率の値を確認してください。

■ 各部品の設定値確認
定期的に流量、圧力、温度の設定値（4 章で設定した適正値）を確認してください。
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5.2 レーザガス分析計の健全性確認
チェックガスを使用し、レーザガス分析計 TDLS8000 または TDLS8100 の健全性を確認し
ます。
付加仕様コードの /CG1 または /CG2 を選択した場合に行います。

TDLS8000 または TDLS8100 のオンラインバリデーション機能を使用して、健全性の確認
を行ってください。
チェックガスを TDLS8000 または TDLS8100 へ流すには、3 方ボール弁 SBV1 を「CHECK 
GAS」側にしてください。

詳細は、レーザガス分析計の取扱説明書 IM 11Y01D01-01JA（TDLS8000）または IM 
11Y01D02-01JA（TDLS8100）の 9.2 節「オンラインバリデーション」を参照してください。

● TDLS8000の場合のオンラインバリデーションの設定について
オンラインバリデーションの光路長は、センサコントロールユニット SCU 側だけでなく、
レーザユニット LU 側のバリデーション領域も合わせて使用する設定（A+A'）としてくだ
さい。
 A： SCU 側のオンラインバリデーションの光路長
 A’： LU 側のオンラインバリデーションの光路長

5.3 トラブルシューティング
内部の機器に関しては、付属の各機器の取扱説明書を参照してください。
下記の取扱説明書は添付されません。お手数ですが、当社のホームページ（http://www.
yokogawa.co.jp/) から参照をお願いいたします。

記号 取扱説明書タイトル ドキュメント番号
TC1、TC2（制御機器） TC10 温度調節計エンジニアリングマニュアル IM 05C01E81-02JA
PLC1（制御機器） UT35A/UT32A ディジタル指示調節計ユーザーズマニュアル IM 05P01D31-01JA
AM1、AM2、AM3

（アナログメモリ）
MXD ユニバーサル演算器（1 入力・絶縁 1 出力形）＜接点入
出力付＞

IM 77J04X12-01

ZA8000P の補用品を表 5.1 に示します。
表5.1 ZA8000P補用品

記号 コード 品名 部品番号 数量
BL1-SV、BL2-SV

（タンク電磁弁）
-BB
ブローバックタンクあり

電磁弁 J9379BK 2

RL1、RL2
（リレー）

リレー R9158JC 2
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付録 ボックス内部の配管・配線系統図
ボックス内部の配管系統図と配線系統図を示します。

< 配管 > < 取合 >
：ø6/ø4 mm ポリウレタンチューブ
：ø10/ø7.5 mm ソフトナイロンチューブ
：ø6/ø4 mm SUS316 チューブ
：ø10/ø8 mm SUS304 チューブ
：ø12/ø10 mm テフロンチューブ
：SUS316 8A
：SUS316 20A
：光学部 / バリデーションパージ配管
：プロセスパージ配管
：ブローバック配管
：プロセスパージ配管 2

：断熱材施工範囲

：Rc1/4 SUS316
：Rc1/2 SUS316

ZA8000P パージユニット

PR1 FM1

SBV1

CHECK GAS

N2/AIR

C

光学部 /
バリデーション
パージ

TDLS8100：光学部パージ（/CG2 ありの場合）

TDLS8000：プロセス窓パージ SCU 側
TDLS8100：プロセス窓パージ

TDLS8000：プロセス窓パージ LU 側
TDLS8100：リフレクタパージ

TDLS8000：光学系パージ
TDLS8100：光学部パージ（/CG2 なしの場合）
TDLS8100：バリデーションガス（/CG2 ありの場合）

光学部パージ

プロセス
パージ 1

プロセス
パージ 2

Rc1/2

Rc1/2

BL1-SV

BL1

BL2-SV

BL2

ブロー
バック 1

ブロー
バック 2

Set:
3 L/min

Set:
3 L/min

Set:
40 L/min

Set:
40 L/min

( 注 3)

( 注 1)

( 注 3)

( 注 2)
パージ

FM4

PR2
BV1

PR3

NV1

FM2 HE1 CV1

200℃

HE2 CV2

200℃

FM3

チェックガス入口
最大 0.7 MPa

計装空気入口
最大 0.7 MPa

窒素 / 計装空気入口
0.3 ～ 0.7 MPa

/CG1 または /CG2 ありの場合

-H1 または -H2 で
/NMありの場合

-H1 または -H2 で /NM ありの場合
断熱材施工（ボックス外）（お客様施工範囲）

-BB で
/NMありの場合

：お客様配管施工

-BB の場合

/CG2 ありの場合

パージガス圧力（光学系用）
の条件を満たす設定にする

圧力の大きな変動や
急な変化がないこと

記号 部品名称 備考
BV1 ボール弁 R1/2- Φ 10 mm、PPS、Max. 0.9 MPa
NV1 ニードル弁 R1/4-Rc1/4、C3604、Max. 0.98 MPa
SBV1 3 方ボール弁 Rc1/4、SUS316、パッキン：PTFE、Max. 17.2 MPa
FM1、FM4 流量計 Rc1/4、1 ～ 10 L/min、PC、FKM、Max. 1 MPa
FM2、FM3 流量センサ Rc1/4、1 ～ 100 L/min、Max. 1 MPa、PPS
PR1、PR2 減圧弁 Rc1/4、0.05 ～ 0.25 MPa（ゲージ：0―0.3 MPa）、Max. 0.93 MPa
PR3 減圧弁 Rc1/4、0.05 ～ 0.83 MPa（ゲージ：0―1 MPa）、Max. 0.93 MPa
HE1、HE2 ヒータ R1/8 (IN)-R1/8 (OUT)、SUS304、Type K、440 W、100 V AC (-H1)、

200V AC (-H2)、0.1 ～ 0.3 MPa
CV1、CV2 逆止弁 Rc1/8、SUS316、シール：パーフロ、クラッキング圧力：7 kPa
BL1、BL2 ブローバックタンク Rc3/8 (IN)-Rc3/4 (OUT)、SUS304、Max. 0.7 MPa

（BL1-SV, BL2-SV：電磁弁 24 V DC）
注 1： 配管の仕様は、2.2.1 項を参照してください。
注 2： ボックス内パージ（-H1 または -H2 で /NM ありの場合）
 ボックス内部の温度上昇を防ぐため、パージすることをお勧めします。
注 3： ヒータ停止時の注意（-H1 または -H2 の場合）
 HE1、HE2 のコイル劣化防止のため、熱風を停止する際は、次の順番で行ってください。
 (1) 配線用遮断器 CP3 を OFF にし、ヒータ HE1、HE2 への通電を遮断する
 (2) HE1、HE2 の熱電対が 50℃を下回るまで（目安 2、3 分）待ち、窒素または計装空気の供給を停止する
図1 内部の配管系統図1
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■ ブローバックタンクおよびヒータをプロセス近傍に設置する場合
-BB かつ /TM（プロセス側設置）選択時、ブローバックタンクを TDLS8000 または
TDLS8100 へ直接取り付けできないので、/B を選択し、プロセス近傍に設置します。

ZA8000P
パージユニット

TDLS8000：プロセス窓パージ SCU 側
TDLS8100：プロセス窓パージ

TDLS8000：プロセス窓パージ LU 側
TDLS8100：リフレクタパージ

プロセス
パージ 1

To FM2

To FM3

To PR3

プロセス
パージ 2 Rc1/8

R1/8 *
R1/8

Rc3/8 Rc3/4BL1-SV

BL1

ブロー
バック 1

ブロー
バック 2

HE1

CV1

200℃

-H1 または -H2 で
/TMありの場合

プロセス近傍（基準：1 m 以内）

-BB で
/TMありの場合

Rc1/8
R1/8 *

R1/8

Rc3/8 Rc3/4BL2-SV

BL2

HE2

CV2

200℃

-H1 または -H2 で
/TMありの場合

-BB で
/TMありの場合

-BB の場合

-H1 または -H2 で /TM ありの場合
断熱材施工・ヒータは防水処理を実施すること

（LU 側・リフレクタ側も同様）（お客様施工範囲）

：断熱材施工範囲

：お客様配管施工

*： ヒ ー タ 出 口 用 の 変 換 継 手（ 異 形 ソ ケ ッ ト ） が 付 属 し ま す。 そ れ を 使 用 し て、TDLS8000 ま た は
TDLS8100 へ直接設置することも可能です。

図2 配管系統図2



IM 11Y01E10-01JA

App.-3	 	 ＜付録		ボックス内部の配管・配線系統図＞

3rd Edition : 2022.12.07-00

■ ブローバックタンクおよびヒータをプロセス部に直接設置する場合
（TDLS8000の場合）

ZA8000P
パージユニット

TDLS8000

SCU 側

TDLS8000

LU 側
プロセス管

プロセス
パージ 1

To FM2

To FM3

To PR3

プロセス
パージ 2

Rc1/8

*2 Rc1/8

R1/8

プロセス窓
パージ口

R1/8
R1/4 or 1/4NPT

変換継手

R1/8

Rc3/8

Rc3/4

プロセス取合
パージ *1

BL1-SV
BL1

ブロー
バック 1

ブロー
バック 2

HE1

CV1

200℃

Rc1/8

Rc1/8 *2

R1/8

プロセス窓
パージ口

R1/8
R1/4 or 1/4NPT

変換継手

R1/8

HE2

CV2

200℃

-BB で
/TMありの場合 Rc3/8

Rc3/4

プロセス取合
*1 パージ

BL2-SV
BL2

-H1 または -H2 で
/TMありの場合

-BB の場合

-H1 または -H2 で /TM ありの場合
断熱材施工・ヒータは防水処理を実施すること

（LU 側も同様）（お客様施工範囲）

-BB なし（-NN）の場合
ヒータ出口用の変換継手付

*3（LU 側も同様）

：断熱材施工範囲

：お客様配管施工

*1： 高ダストの場合、プロセス取合を直接ブローバックします。
*2： 逆止弁用の変換継手（異形ニップル）が付属します。
*3： ヒータ出口用の変換継手（異形ソケット）が付属します。
図3 配管系統図3
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■ ボックス内部の配線系統図
ZA8000P パージユニット

図 5

G

RL2-5
RL2-6
TC1,2-14
TC1,2-13

図 6

図 6

AM1-1
AM1-2
AM3-1
AM3-2
AM2-1
AM2-2

AM1-5
AM1-6
AM2-5
AM2-6

図 5

図 5

(DC1-+VOUT)

(DC1--VOUT)

X2-5
X2-6

DC1-+VOUT
DC1--VOUT

Z1
(M4)

HLP1
HART ループ
コンバータ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

+
-

NO
COM
NO
COM
+
-
+
-
+
-
+
-
+
-

※
COM
NC
COM
+
-
+
-
+
-
+
-
+
-
+
-

TDLS- 電源
24V DC
ブローバック中

警報出力（センサ断線）

アナログ出力 1
4-20 mA
アナログ出力 2
4-20 mA
アナログ出力 4-20 mA
( 注 1)
アナログ出力 4-20 mA
( 注 1)
アナログ出力 4-20 mA
( 注 1)
DO 接点出力
※：NO/NC 選択
Fault 接点出力

アナログ入力 4-20 mA
（圧力）

アナログ入力 4-20 mA
（温度）

接点入力

接点入力

自動校正用の
電磁弁駆動出力
自動校正用の
電磁弁駆動出力

7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

*2

To SCU
To SCU

AO-1

To TDLS

POWER

To TDLS
To TDLS

To CCR
To CCR

AO-1
AO-2

AO-1AO-1’AO-2
DO

FAULT
AI-1

AI-2
DI-1

DI-2
SV-1

SV-2
AO-1’AO-2

*2

*2

*2

*2

*2

*2

*2

*2

*4

2+
3-
23+
24-

+8
-7*4

予備

アナログ出力 4-20 mA
( 注 1)
アナログ出力 4-20 mA
( 注 1)
アナログ出力 4-20 mA
( 注 1)

+
-
+
-
+
-

制御室

CCR-DO 信号

CCR-I/O 信号

CCR：Central Control Room（中央制御室）

( 注 2)

-BB の場合

/HL ありの場合

/HL ありの場合

圧力伝送器との接続も可
（TDLS の設定により電源供給可能）

温度伝送器との接続も可
（TDLS の設定により電源供給可能）

-BB の場合

-BB なし（-NN）の場合

-H1 または -H2 の場合

TDLS- 電源

TDLS8000 SCU 側
または
TDLS8100

TDLS8000 SCU 側
または

TDLS8100

TDLS-I/O 信号

：お客様配線施工

注 1： 測定ガス濃度 1、測定ガス濃度 2、透過率などからユーザ指定により選択出力します
注 2： /HL なしの場合は HLP1 はありません
図4 内部の配線系統図1
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G

接地

ケースアース
(M8)

EG
アースバー

ELB1 (30 mA)
30AF/30AT

CP3
(10AT)

DC1
24V DC 電源

OUTPUT
24VDC 5A

SUPPLY
85-264V AC

+VOUT
-VOUT

AC(L)
AC(N)
 PE

301(COM)
302(DI11)
303(DI12)
111(L)
110(N)
112(     )

茶 +
白 CH2
黒 CH1
青 -

(COM)506
(DO41)505
(DO42)504

COS1
セレクタスイッチ

PLC1
プログラマブル
コントローラ

10(L)
9(N)
4(+)
16(-)Out4

(NO)14
(C)13

(+)1
(-)2

Out2

TC1 温度調節計

REC1
(3A)

図 6W1
W2

図 6
X4-1
X4-2
X4-3
X4-4

図 4Z1-5
Z1-6

図 6HE1 熱電対
HE2 熱電対

Z0
(M4)

1
2
3
4
5
6

X2
5
6

X1
1
3
4
6

装置電源
-A1: 100 ～ 115 V AC
-A2: 200 ～ 240 V AC

接地

予備

*1
*5

CP2
(3AT)

*1

CP1
(7AT)

*1 *2

*1

*1

*3 *3

*4

図 4

注 3：流量 5L/min 以下で接点開

本図

Z1-1
Z1-2

DC1-+V
DC1--V

*4

*4
*4

*4
*4

X1
1
2
3
4
5
6

茶
黒
青
茶
黒
青

*4
*4 付属ケーブル

FM2
流量センサ
( 注 1)

茶 +
白 CH2
黒 CH1
青 -

茶
青
茶
青

付属ケーブル
FM2
流量センサ

茶 +
白 CH2
黒 CH1
青 -

付属
ケーブル

FM3
流量センサ

茶 +
白 CH2
黒 CH1
青 -付属ケーブル

FM3
流量センサ
( 注 1)

*4
*4
*4
*4*4

*4

図 6

自動運転
手動運転

ブローバックタンク電磁弁
ブローバック中

AM1-7
AM1-8*2

図 4（-BB なし (-NN)）
図 6（-BB）

HLP1-23
HLP1-24*4*4

X3
1
2
3
4

*2

*2

*3*3
G

*3
G

G G

*2

*2
*2
*2 *4

*4 *41- 8+

4(-) 3(+)

43

1 2

4
HAND
手動
( 左 )

AUTO
自動
( 右 )

OFF
切

( 中 )

3
DI：無電圧接点
DO：トランジスタ

24VDC, 50mA

RL1

FC1

*5FC2

*5FC3

SSR1

4 3
RL3 *4

*4

*2 *2
SSR1

10(L)
9(N)
4(+)
16(-)Out4

(NO)14
(C)13

(+)1
(-)2

Out2

TC2 温度調節計

4(-) 3(+)
4 3

RL4 *4
*4

*2 *2
SSR2

*5 1 2
SSR2

1- 8+RL2

8+ 1-RL3

8+ 1-RL4

*4*4

*3

G

G

*3

*3

-BB の場合、または
-H1 または -H2 の場合

/HL ありの場合

-H1 または -H2 の場合

-H1 または -H2 の場合

-BB の場合

-H1 または -H2 なし（-NN) の場合

ZA8000P パージユニット

Z0、Z1：端子台
X1 ～ X5：端子台
ELB1：漏電用遮断器
CP1 ～ CP3：配線用遮断器
REC1：コンセント
RL1 ～ RL4：リレー (24 V DC)
SSR1、SSR2：ソリッドステートリレー
FC1 ～ FC3：フェライトコア

配線種類
*1：POWER IV 2.0 Sq. 黄
*2：POWER & SIGNAL IV 0.75 Sq.  黄
*3：EARTH IV 2.0 Sq.  緑
*4：POWER IV 0.75 Sq. 青
*5：POWER IV 1.25 Sq. 黄
*6：POWER & SIGNAL CVVS 1.25 Sq. 2c

：お客様配線施工

RL1 (24V DC) RL2 (24V DC) RL3 (24V DC) RL4 (24V DC) SSR1 (DC 24V) SSR2 (DC 24V)
G2R-2-SND G2R-2-SND G2R-2-SND G2R-2-SND G3NA-210B G3NA-210B

a 3 4 図 6 a 3 4 a 3 4 図 5 a 3 4 図 5 a 1 2 図 5 a 1 2 図 5
b 2 b 2 図 6 b 2 b 2
a 6 5 a 6 5 図 4 a 6 5 a 6 5
b 7 b 7 図 6 b 7 b 7

図5 内部の配線系統図2
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図 5 W1
W2

図 5
SSR1-2

CP3
SSR2-2

CP3

X2
1
2
3
4

*4
*4 *6

*4

X4
1
2
3
4

*5

*5

X5
1
2
3
4

*6
*3*6

白赤
白

付属ケーブル

付属ケーブル

付属ケーブル

付属ケーブル

1(+)
2(-)

(+)1
(-)2

BL1 ブローバック
タンク電磁弁

HE1
ヒータ
(440W)

BL1-SV
(NC)

*6 1(+)
2(-)

BL2 ブローバック
タンク電磁弁

BL2-SV
(NC)

熱電対
電源
取付板金

*3

HE2
ヒータ
(440W)

熱電対
電源
取付板金

-H1 または -H2 で /NMありの場合

-BB で /NMありの場合

4 3
RL1(DC1-+VOUT)

(DC1--VOUT)

TC1 温度調節計

白赤
白(+)1

(-)2

TC2 温度調節計

図 5
SSR1-2

CP3
SSR2-2

CP3

X4
1
2
3
4

*5

*5

接地

白赤
白

付属ケーブル
(1m、端子 F-4)
付属ケーブル
(1m、端子 R-4)
付属ケーブル
(1m、端子 F-4)
付属ケーブル
(1m、端子 R-4)(+)1

(-)2

HE1
ヒータ
(440W)

熱電対
電源
取付板金

HE2
ヒータ
(440W)

熱電対
電源
取付板金

-H1 または -H2 で /TMありの場合

TC1 温度調節計

白赤
白

(+)1
(-)2

TC2 温度調節計

ZA8000P パージユニット

図 5 W1
W2

X2
1
2
3
4

*4
*4

*4

1(+)
2(-)

BL1 ブローバック
タンク電磁弁

配線施工 ( ケーブル外径 Ø6 ～ 12mm)
（お客様施工範囲）

配線施工 ( 適用電線 0.75 ～ 2Sq)
（お客様施工範囲）

配線施工 (M4 ねじ、適用電線 2Sq 以上 )
（お客様施工範囲）配線施工 (Type K)

（お客様施工範囲）
注 4：熱電対の極性に注意すること 端子接続施工

（お客様施工範囲）

BL1-SV
(NC)

1(+)
2(-)

BL2 ブローバック
タンク電磁弁

BL2-SV
(NC)

-BB で /TMありの場合

4 3
RL1

2 3
RL2

7 6
RL2

(DC1-+VOUT)

(DC1--VOUT)

ZA8000P パージユニット

-BB で /HL ありの場合

ZA8000P パージユニット

-BB で /HL なしの場合

ZA8000P パージユニット

5(+)
6(-)
7(L+)
8(N-)
9(GND)

(+)1
(-)2

(+)3
(-)4

AM1 アナログメモリ

*3

*2

*2
250Ω

*2

*2

5(+)
6(-)
7(L+)
8(N-)
9(GND)

(+)1
(-)2

(+)3
(-)4

AM2 アナログメモリ

*3

*2

*2
250Ω

*2

*2

5(+)
6(-)
7(L+)
8(N-)
9(GND)

(+)1
(-)2

(+)3
(-)4

AM3 アナログメモリ

*3

*2

*2
250Ω

*2

*2

G

G

G

図 5
(DC1-+VOUT)

(DC1--VOUT)

X2-5
X2-6

図 4 Z1-9
Z1-10

図 5 CP2-L
CP2-N

図 4 Z1-7
Z1-8

HLP1
HART ループ
コンバータ

*2 2+
3-
23+
24-

+8
-7

*4

図 4Z1-11
Z1-12

図 4Z1-15
Z1-16

2 3
RL2

5(+)
6(-)
7(L+)
8(N-)
9(GND)

(+)1
(-)2

(+)3
(-)4

AM1 アナログメモリ

*3

*2

*2
250Ω

*2

*2

5(+)
6(-)
7(L+)
8(N-)
9(GND)

(+)1
(-)2

(+)3
(-)4

AM2 アナログメモリ

*3

*2

*2
250Ω

*2

*2図 4 Z1-9
Z1-10

図 5 CP2-L
CP2-N

図 4 Z1-7
Z1-8 図 4Z1-11

Z1-12

図 4Z1-15
Z1-16

図 4Z1-13
Z1-14

：お客様配線施工

図6 内部の配線系統図3



IM 11Y01E10-01JA

i

3rd Edition : 2022.12.07-00

改訂履歴
資料名称 : ZA8000P　パージユニット

資料番号 : IM 11Y01E10-01JA

2022年12月／3版
	 内部の配線系統図誤記訂正など（P.	App.-5、App.-6）
2022年2月／2版
	 流量センサ FM2、FM3変更（P.	2-3、3-1、3-2、App.-1）、誤記訂正など（P.	2-2、4-4、App.-4）
2021年11月／初版
	 新規発行

	 横河電機株式会社
	 	 	 〒 180-8750	 東京都武蔵野市中町 2-9-32
	 	 当社のホームページ：http://www.yokogawa.co.jp/



Blank Page



User's
Manual

補　遺　票ZA8000P
パージユニット

IM 11Y01E10-01JA   1/1
３版

このたびは、「ZA8000P　パージユニット」をご採用いただき、誠にありがとうございます。
製品に添付いたしました取扱説明書「IM 11Y01E10-01JA　3 版」に一部変更がありました。
お手数ですが、下記内容を修正の上、ご使用いただきたくお願い申し上げます。

記

★	 App.-1 ページ　図 1の逆止弁（CV1、	CV2）のシール材質が変更になりました。
パーフロ	 →	 テフロン

記号 部品名称 備考

CV1、CV2 逆止弁 Rc1/8、SUS316、シール：テフロン、クラッキング圧力：7	kPa

以上
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	はじめに
	安全に使用するための注意事項
	1.	概要
	1.1	標準仕様
	1.2	形名・コード

	2.	設置、配管、配線
	2.1	設置
	2.2	配管
	2.2.1	配管の仕様
	2.2.2	レーザガス分析計との配管作業
	2.2.3	その他の処理

	2.3	配線
	2.3.1	配線仕様
	2.3.2	ケーブルの端末処理
	2.3.3	ヒータの配線処理


	3.	設定
	3.1	流量センサ（FM2、FM3）
	3.2	プログラマブルコントローラ（PLC1）
	3.3	温度調節計（TC1、TC2）
	3.4	HARTループコンバータ（HLP1）

	4.	運転
	4.1	運転操作
	4.2	運転停止

	5.	保守とトラブルシューティング
	5.1	日常点検
	5.2	レーザガス分析計の健全性確認
	5.3	トラブルシューティング

	付録	ボックス内部の配管・配線系統図
	改訂履歴
	変更票



